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～皆さんと考える川づくり 

詳細図面完成の報告～ 

  

 前回まで皆さんで意見をだしあって完成させた模型や

図面を基に詳細図面が完成しました。 

そこで、その報告を兼ねて内容を説明すること、またみ

なさんの思っている整備イメージに相違がないかについ

て確認してもらうためにワークショップを開催しました。 

 

【第 9回ワークショップ】 

開催日：平成 27年 2月 7日  

10時 00分～11時 40分 

場 所：古賀市役所第２庁舎２階中会議室 

参加市民：28名 

 

 

 

・詳細図面の説明、模型の確認 

・今後のワークショップ 

 

詳細図面の説明 

詳細設計の内容や今後の計画について設計を発注した

福岡県土整備事務所から説明がありました。 

前回ワークショップまでにみなさんで意見をだしあっ

て作った模型や概略図面を基に設計を行っており、概ねみ

なさんのイメージ通りの設計に仕上がっていたのではな

いでしょうか。 

 

模型を囲んでみなさんで確認 

大根川の整備は河川氾濫時期を越した平成２７年度の

秋以降を予定していると報告がありました。 

 

設計概要説明と事前生物調査 

 

九州大学からは前回までのワークショップで説明した 

設計概要について改めて説明がありました。植樹位置を高

くしていることや河川堤防の法勾配を緩くしていること、

また、川の流れを多様にするために模型の見た目以上に蛇

行させること等、改めて説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また事前に河川生物調査を実施しており、大根川にどの

ような生物が生息しているのか調査報告がありました。そ

れによればカワムツやゴクラクハゼ、コイ等、様々な種類

の生物が大根川に生息していることが分かりました。河川

を整備するにあたってはこれらの生物と共存していくこ

とが重要ではないかと思います。 

【第９号】 

平成２７年２月１６日発行 

古賀市役所建設産業部建設課 

護岸の勾配を緩やかにします 

水に浸からないように 

位置を上方へずらす 

蛇行幅は狭くなります 

護岸が２割より 

急である 

護岸が２割より 

緩やかである 
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 カワムツ 

 

ゴクラクハゼ 

 

 

 

  

これで設計についてのワークショップは終了となりま

す。今後は工事着手の前にその報告ができればと思います。 

工事は平成２７年度の秋以降に予定されています。 

 またみなさんに報告ができる日を楽しみにしておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


